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1) 対象:本研究は，大阪府 I市において府のモデル事業として，昭和 59年度から始められた在宅寝たきり老人訪問看









に関してその再現性をみるため， 1 年後に再調査を行ったところ， 93.4%の老人において同じ結果を得ることができ
た。また， ADL については，移動，寝返り，起坐位，更衣，食事，排池，入浴の 7項目の動作能力に対し， 0点(援助の
必要なし)， 1 点(いくらかの援助が必要)， 2点(すべてに援助が必要)の点数を付し，それらを合計して ADL の点




















本研究は，在宅寝たきり老人の日常生活動作 (ADL) の内容および心理状況について分析し， ADL 区分別に在宅寝
たきり老人の自立意欲の有無に関連する要因を明らかにすることを目的として実施したものである。
研究は，大阪府I市において府のモデル事業として，昭和 59年度から始められた在宅寝たきり老人訪問看護サービス




年月日，および除外理由である。 ADL については，移動，寝返り，起坐位，更衣，食事，排池，入浴の 7項目の動作能力
について， 0点(援助の必要なし)， 1 点(いくらかの援助が必要)， 2点(すべてに援助が必要)の点数を付し，それら
を合計して対象者の ADL点数とした。 ADL点数が 1 点から 7点の者を「高ADL群J ， 8 点からは点の者を「低ADL
群」とした。また，自立意欲については，保健婦の初回訪問時に老人との対話や動作，家族からの情報をもとに，①自分
のことは自分でできる限り自分自身でしょうとする姿勢がある，②可能なかぎり自分で動こうとする，③話しかけに応
答する，④老人自身が自分の要求や希望を表明する，という 4項目をすべて満たしている者を「自立意欲あり J，それ以
外の者を「自立意欲なし」とした。
自立意欲に関して，高ADL群の在宅寝たきり老人は低ADL群の在宅寝たきり老人よりも，自立意欲のある人の割合
が高かった。自立意欲の有無と調査した 22項目との関連をみると，高ADL群の者では年齢階級区分，低ADL群の者
では年齢階級区分，言語，聴力，視力，移動，起坐位，更衣，食事，排池，意思表示，家族への気兼ね，梶清の項目について，
自立意欲の有無と有意な関連がみられた。低ADL群の在宅寝たきり老人について，これらの 13項目を説明変数，自立
意欲の有無を目的変数として，重回帰分析を行ったところ，更衣動作，食事動作，家族への気兼ねが有意な項目として選
択された。
本研究は，老人の自立意欲という心理状況を客観的に捉えることを試み，日常生活動作能力の低い在宅寝たきり老人
において，自立意欲の有無と関連を有する要因を明らかにした。この結果は，今後，効果的な訪問看護を確立する上で
重要な示唆を与えるものである。この点において，価値ある研究であり，学位の授与に値すると考えられる。
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